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七飯町下水道事業経営戦略  概要版 

 

1 事業概要 

七飯町では「流域関連公共下水道事業」（以下、「公共」という。）及び「特定環境保全公共下水道事業」（以

下、「特環」という。）を運営しており、下水道事業全体における計画人口は 21,530 人、下水道処理人口普及率

は約 80.4％となっています。また、特環においては令和 14 年度末に大沼下水浄化センターを廃止し、大沼処

理区を流域下水道へ接続する広域化を進める方針としています。 
経営においては、令和 2 年に地方公営企業法を適用しましたが、人口減少等による料金収入の減少や、老朽

化した施設の更新改築費用の増加など、事業を取り巻く経営環境は大きな変化局面を迎えています。 
 

表 1.1 七飯町下水道事業概要（令和 5 年度末時点） 

 

表 1.2 七飯町下水道料金（税抜） 

 

2 計画期間 

計画期間は令和 7（2025）年度から令和 16（2034）年度の 10 年間とします。 
 
3 下水道有収水量及び下水道使用料収入の将来予測 

下水道計画区域内人口は、設定した将来行政人口に各事業における普及率目標値を乗じて算出しました。い

ずれの事業においても、人口減少による有収水量減少に伴い、使用料収入も減少する予測となっています。 

 
図 3.1 下水道有収水量及び下水道使用料収入の将来予測（公共） 

 

 
図 3.2 下水道有収水量及び下水道使用料収入の将来予測（特環） 
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12,895,903 8,552,628 21,448,531
資料：R5決算統計書
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4 投資計画 

今後も持続可能な下水道サービスを維持するため、以下の計画に基づき、将来における投資事業を検討しま

した。 
【公共】 
・七飯町流域関連公共下水道事業計画 
・その他維持管理費：管渠清掃、函館湾流域下水道事務組合運営負担金等 
【特環】 
・七飯町特定環境保全公共下水道事業計画 
・七飯町下水道事業ストックマネジメント計画 
・七飯町下水道事業広域化計画 
・その他維持管理費：管渠清掃、処理場運転管理委託等 

 
5 財政シミュレーション 

5.1 企業債借入額、企業債残高及び元利償還金の見通し（公共＋特環） 

企業債残高は、既発行分の元金償還が進む一方で、管渠や処理場の改築・設備更新等や広域化計画に基づく

事業費など、新規借入もあるため、増加傾向で推移する見込みです。 
内部留保資金は計画期間では増加傾向で推移し、それに伴い流動比率も増加傾向で推移する予測となってい

ます。 

 

図 5.1 企業債借入・残高・元金償還金、流動比率等の見通し（公共＋特環） 

 
5.2 経費回収率の見通し 

汚水処理原価（有収水量 1m3 を処理するために要する費用）は、人口減少による有収水量の減少と将来的な

物価上昇に伴い、増加傾向にあります。 
汚水処理費は、維持管理費（管路、ポンプ場、処理場とその他の運転管理等に係る経費）と資本費（地方公

営企業法適用事業：汚水処理に係る企業債利息及び減価償却費）より構成され、下水道事業においては、汚水

処理費用を下水道使用料収入のみで賄える状態（＝経費回収率 100％以上）が理想とされています。 

計画期間最終年度である令和 16（2034）年度の経費回収率は、公共で約 125％、特環で約 55％、下水道事業

全体では約 120％となっています。 
特定環境保全公共下水道事業では、広域化に伴い維持管理費が低減するため、令和 14（2032）年度から経費

回収率が上昇する見込みですが、次期経営戦略見直しの際に、汚水処理費用の削減や使用料改定の検討を行い、

経費回収率の向上に努める必要があります。 
 

 
図 5.2 使用料単価・汚水処理原価及び経費回収率の推移（公共） 

 

 

図 5.3 使用料単価・汚水処理原価及び経費回収率の推移（特環） 
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図 5.4 使用料単価・汚水処理原価及び経費回収率の推移（公共＋特環） 

 
6 ロードマップ 

経営戦略は 5 年ごとに見直し及び適正使用料単価の検証を行い、事業運営の適正化を図っていきます。 
また、業務目標を表 6.2 のとおり設定します。 

 
表 6.1 経費回収率の向上に向けたロードマップ（公共＋特環） 

 
 

 
表 6.2 経費回収率の目標値 

 
 
7 経営戦略の進捗管理 

経営戦略における財政見通しをもとに、将来にわたり健全で安定した経営を持続していくために「検証

（CHECK）－見直し（ACTION）－計画策定（PLAN）－実施（DO）」からなる PDCA サイクルを実施します。 
また、毎年決算確定後に本経営戦略の目標達成状況を評価するとともに、当初（策定時点）の財政収支見通

しと各年度の決算値を比較して評価します。見直し及び改定にあたっては、計画と実績値の乖離とその要因を

分析し、その時点の関連計画を踏まえた投資及び財政計画の策定と使用料単価の見直し等について検討を行う

方針とします。 

 
 

 
図 7.1 経営戦略の PDCA サイクル 
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